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研究成果の概要（和文）：日本政治思想史、日本政治史、国際関係思想史、東アジア近代史など

を専攻する研究者７名による共同研究である。３年間に日本国内での研究会を数回行なったほ

か、中国で 2 回（北京、広州）、韓国で 1 回（済州島）、台湾で 1 回（台北）の国際コンファラ

ンスをおこなって、海外の研究者との交流にも積極的に取り組んだ。共同研究者はこの間に論

文、著書などを意欲的に公表した。 

 
研究成果の概要（英文）：This research is a collaboration of 7 members whoes majors are 

history of Japanese political thought, history of Japanese politics, political thoght of 

international relations and East Asian modern history. During 3 years we took the several 

conferences not only in Japan but in China, Korea and Taiwan. All members energeticly 

published their works.   
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１．研究開始当初の背景 

（1）冷戦終結後、東アジアの国際秩序が新
たな再編の時期に突入した。原因は多様だが、
根底には冷戦によって塩漬けされていた歴
史の地層があちこちで隆起してきた。東アジ
アの近代は、過去形で語るにはあまりにも
生々しいインパクトを与えている。東アジア
では歴史認識をめぐって、これまでにない激
しいナショナリズムの高揚が生じており、そ
れは今後の東アジアの平和や安定に大きな
不安定要因となっている。争点となった慰安

婦問題、戦後補償問題、領土問題などは、中
国や韓国のナショナリズムをこれまでにな
いほど激化させただけでなく、他方ではそう
した批判に反発する日本の側の激しいナシ
ョナリズムを生みだした。 
（2）日本では、従軍慰安婦問題をめぐって
新たなナショナリズムがうねり始めた。その
中心的活動家たちが作った『新しい歴史教科
書』（2001 年）には、歴史の記述の仕方は民
族によって異なるのが当然だという思想が
表明されている。それは「国民の物語」を創
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出するという意図にもとづき、神武天皇の東
征や日本武尊の伝承の紹介に数ページを割
き、さらに神話や伝説は古代人の考え方を知
る「文化遺産」だとして、『古事記』神代の
内容を四頁にわたって要約している。こうし
た日本の状況を考慮しつつ、本研究は日本・
中国・韓国のナショナリズムの生成を歴史的
な観点から考察解明するとともに、三国の研
究者の相互交流を通じて、ナショナリズムの
悪循環に終止符を打ちたいと考えた。 
（3）内閣府がおこなった「外交に関する世
論調査」（1978年～2010年）によると、韓国
については、1990年代以後、親近感が増加し
ているのに対して、中国に関する親近感は、
1980 年の 78 パーセントをピークに漸次後退
し、最悪の状態にある。こうした状況に対し
て、歴史的なアプローチによる問題解決の探
求が不可欠である。 

 

２．研究の目的 

日清戦争後の日本・中国・韓国の対立・衝
突をこの地域のナショナリズムの相互関係
として理解し、一国史的な近代史研究の欠点
の克服する。その背後には以下のような問題
意識がある。 

（1）今日、東アジアの国々を訪れる人は、
至るところに「抗日」を記念する施設やモニ
ュメントを目にする。それは戦後の国民国家
の再構築が「抗日」の歴史的記憶を凝集核に
してきたからであり、その記憶は状況や時宜
に応じて再生産される。つまり対外関係にお
ける一国を挙げての栄光や屈辱はナショナ
リズムの最高の資源であり、国民国家がナシ
ョナリズムなしに存続しえないとすれば、禍
害は何度でも新たに語り継がれることにな
る。 
（2）従来の日本ナショナリズムについて支
配的なパラダイムである「健全なナショナリ
ズム」から「侵略的ナショナリズム」への転
換という図式は自国中心的で、日本以外では
通用しない。従来の日本ナショナリズム理解
の枠組みを否定し、外面的な変化にもかかわ
らず、そこに一貫する内在的性格を取り出し
て考察しなければならない。つまり、一国史
的なナショナリズム理解の欠陥を確認し、東
アジアという地域のなかで、国民国家間の相
互作用としてナショナリズムという現象を
考察することが肝要である。本研究はこうし
た問題意識に立って、東アジア史のなかで、
諸国家・諸国民の相互関係としてナショナリ
ズムの問題を考察することを目的とした。 
 

３．研究の方法 

上記のような認識に立って、ナショナリズ
ムを一国で完結したものとしてではなく、東
アジアの地域史として理解することに留意
した。換言すれば、東アジア三国のナショナ

リズムをそれぞれのナショナル・アイデンテ
ィティの形成過程として捉え、その相互の影
響・衝突・妥協・屈服・抵抗などのプロセス
として理解する視点を重視する。このため具
体的には以下のような方法を採用した。 
（1）共同研究者相互の専攻分野や方法論の
違いを生かし、問題の多面的な側面を取り出
して考察する。 
（2）日本国内での研究会だけでなく、中国・
韓国・台湾などで国際コンファランスを開催
し、認識の違いや対立点などを研究の中に盛
り込めるように努力する。 
（3）研究会やコンファランスでは、異なっ
た分野やアジア以外の研究者を積極的に招
聘する。 
 
４．研究成果 
（1）2010 年度に中国人民大学（北京）と広
東外語外貿大学（広州）、2011 年度に済州大
学（韓国済州島）、2012 年度に中国文化大学
（台北）で、それぞれ国際コンファランスを
開催し、各地の研究者と対話をし相互理解を
促進できた。 
（2）台北でのコンファランスは、研究代表
者の所属先である大阪大学大学院国際公共
政策研究科と学術交流がある中国文化大学
で開催したので、台北だけでなく台湾各地か
ら多数の参加者があった。学術交流として意
義深い成果があっただけではなく、日中韓三
国の対立の狭間になり、軽視されがちな台湾
を研究の視野にいれることができた。 
（3）研究会やコンファランスのゲスト・ス
ピーカーとしてフランス人やメキシコ人の
日本研究者を招いた。かれらの研究は本研究
に刺激となり、第三者の視点を取り込む意義
があったが、ゲスト・スピーカーに対しても
本研究が刺激を与えたといえる。 
（4）共同研究参加者のうち、研究代表者の
米原謙と分担者の金鳳珍・區建英は三人の共
著『東アジアのナショナリズムの近代――な
ぜ対立するのか』（大阪大学出版会）を公刊
した。本書は米原が日本、區が中国、金が朝
鮮の部分を担当して、三国のナショナリズム
の誕生と展開を歴史的に考察したものであ
る。叙述は近代を主としているが、序章と終
章で現代までの展開を簡単に記述し、現代を
歴史的な視点で理解する必要性を強調した
ものである。 
（5）分担研究者の川田稔は著書『昭和陸軍
の軌跡』で山本七平賞を受賞した。本書は満
州事変から対米戦争までの軌跡を永田鉄
山・石原莞爾などを中心に政治史と政治思想
の両面から描いたもので、本共同研究の副産
物である。日本のナショナリズムや大陸問題
について陸軍の見方を分析紹介したもので、
研究者だけでなく、一般の読書家にも大きな
刺激を与えた。 
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